
日
本
学
士
院
　

新
会
員
７
人
を
選
定

「科研費研究を最先端の技術で支援」テーマに

第回日本分子生物学会で

生命科学連携推進協議会がセミナー開催

産
総
研「
覚
醒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

大
学
院
生
な
ど
に
よ
る

件
を
採
択

国
産
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
初
号
機

「
叡（
え
い
）」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
展
と
未
来
へ
の
希
望
を
表
現

眼
底
画
像
か
ら
性
別
を
推
定
す
る
Ａ
Ｉ

眼
科
学
会
と
Ｎ
Ｉ
Ｉ
が
開
発
し
て
一
般
公
開

性
差
の
あ
る
疾
患
研
究
に
活
用
期
待

香川県代表が優勝
科学の甲子園ジュニア全国大会

Ｂ
Ａ
運
営
委
員
会
が
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催

Ｊ
Ｔ

Ｓ
Ａ
初
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
報
告

Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
先
駆
的
な
大
学
が
協
力

未
来
の
量
子
人
材
育
成
目
指
し
て
教
育
推
進

Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
学
生
向
け

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

２
部
門
で
作
品
募
集

金
沢
大
の
衛
星「
こ
よ
う
」

地
上
と
の
通
信
に
成
功

大
気
海
洋
科
学
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
参
加
者
募
集

東
大
大
気
海
洋
研
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日
本
学
士
院
（
佐
々
木
毅
・
院
長
）
は
、
新
た
に
日
本
学
士
院
会
員

と
し
て
学
術
上
功
績
顕
著
な
科
学
者
７
人
を
選
定
し
た
。
日
本
学
士
院

は
、
学
術
上
功
績
顕
著
な
科
学
者
を
優
遇
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
に

特
別
の
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
術
上
特
に
優
れ
た
論
文
、

著
書
そ
の
他
の
研
究
業
績
に
対
し
て
授
賞（
恩
賜
賞
・
日
本
学
士
院
賞
）

や
「
日
本
学
士
院
紀
要
」
、
「Proceedings of the Japan Academy

」

の
編
集
発
行
、
国
際
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
７
人
が
任
命
さ

れ
た
こ
と
で
、
会
員
数
は
１
３
５
人
（
定
数
は
１
５
０
人
）
と
な
る
。

会
員
は
終
身
で
、
学
術
機
関
（
大
学
の
各
学
部
及
び
研
究
所
を
含
む
）

及
び
学
会
、
日
本
学
士
院
会
員
、
日
本
学
術
会
議
会
員
の
推
薦
を
受
け

て
、
選
ば
れ
る
。

　
◇
川
人
貞
史
・
東
京
大
学
名
誉
教

授
（

）
政
治
学

・
政
治
過
程
論

　
計
量
的
実
証
的

な
研
究
手
法
で
、

日
本
・
米
国
な
ど
の
選
挙
・
政
党
・

議
会
に
つ
い
て
、
優
れ
た
研
究
成
果

を
次
々
に
挙
げ
て
い
る
。
デ
ー
タ
収

集
の
網
羅
性
と
、
デ
ー
タ
の
巧
み
な

数
量
的
分
析
に
よ
る
事
実
の
発
見
と

説
明
の
明
快
さ
は
卓
越
し
て
い
る
。

　
◇
岩
原
紳
作
・
東
京
大
学
名
誉
教

授
（

）
商
法

　
会
社
法
・
金
融

法
の
分
野
で
、
一

方
で
は
情
報
技
術

の
発
展
、
他
方
で
は
高
度
経
済
成
長

の
終
焉
と
バ
ブ
ル
崩
壊
等
の
事
情
に

よ
り
日
本
が
直
面
し
た
課
題
の
解
決

に
つ
い
て
、理
論
的
基
礎
を
提
供
し
、

か
つ
あ
る
べ
き
制
度
改
革
の
方
向
性

を
示
す
役
割
を
果
た
し
た
。

　
◇
佐
和
隆
光
・
京
都
大
学
名
誉
教

授
（

）
計
量
経

済
学
・
環
境
経
済

学　
計
量
経
済
分
析

の
基
礎
と
な
る
同
時
方
程
式
モ
デ
ル

に
お
け
る
各
種
推
定
量
の
小
標
本
特

性
の
解
明
に
お
い
て
多
大
な
る
画
期

的
業
績
を
挙
げ
た
。
ま
た
経
済
学
の

方
法
、
経
済
思
想
、
日
本
経
済
の
分

析
等
の
分
野
で
数
多
く
の
著
書
及
び

論
考
を
発
表
し
多
く
の
読
者
を
得

た
。
環
境
問
題
と
く
に
気
候
変
動
緩

和
策
の
提
言
を
先
駆
的
か
つ
積
極
的

に
行
っ
た
。
　

　
◇
八
田
達
夫
・
ア
ジ
ア
成
長
研
究

所
理
事
長
（

）

公
共
経
済
学

　
価
格
の
歪
み
縮

小
の
厚
生
効
果
の

分
析
な
ど
厚
生
経
済
学
を
中
心
と
す

る
理
論
研
究
に
お
い
て
国
際
的
に
業

績
を
挙
げ
る
一
方
、
市
場
の
失
敗
に

起
因
す
る
日
本
経
済
特
有
の
政
策
課

題
（
都
市
政
策
、
住
宅
政
策
等
）
を

厚
生
経
済
学
に
基
づ
い
て
分
析
し
、

数
多
く
の
法
改
正
に
経
済
学
的
根
拠

を
与
え
た
。

　
◇
香
取
秀
俊
・
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
教

授
（

）
量
子
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
レ
ー
ザ
ー
光
の

干
渉
で
作
ら
れ
た
光
格
子
に
多
数
の

原
子
を
捕
獲
し
観
測
す
る
こ
と
で
、

ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
と
量
子
雑
音
を
低

減
し
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
原
子
時

計
を
千
倍
程
度
上
回
る

桁
の
精
度

を
持
つ
光
格
子
時
計
を
提
案
し
実
現

し
た
。

　
◇
岡
田
恒
男
・
東
京
大
学
名
誉
教

授
（

）
建
築
学

・
耐
震
工
学

　
建
築
物
の
耐
震

性
能
を
一
貫
し
て

表
現
で
き
る
指
標
（
Ｉ
ｓ
値
）
を
開

発
し
、
こ
れ
に
よ
り
既
存
建
築
物
の

耐
震
診
断
法
、
耐
震
補
強
の
た
め
の

耐
震
改
修
方
法
な
ど
が
急
速
に
推
進

さ
れ
、
日
本
を
始
め
多
く
の
震
災
国

で
の
地
震
対
策
に
採
用
さ
れ
て
い

る
。

　
◇
白
土
博
樹
・
北
海
道
大
学
大
学

院
医
学
研
究
院
教

授
（

）
医
学
・

医
理
工
学

　
放
射
線
科
学
の

分
野
に
お
い
て
、
体
内
で
呼
吸
な
ど

で
動
く
が
ん
へ
空
間
的
・
時
間
的
精

度
を
高
め
た
４
次
元
放
射
線
治
療
と

い
う
新
分
野
を
開
拓
し
、
高
精
度
放

射
線
治
療
装
置
と
関
連
技
術
の
世
界

的
な
普
及
と
患
者
へ
の
還
元
に
貢
献

し
た
。

質疑応答の様子

「叡」のロゴマーク

優勝した香川県代表チーム（ＪＳＴ提供）

　
◇
訂
正
　

月

日
号
１
面

「
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
生
態
詳

細
解
明
　
岡
山
大
が
成
果
」
の

記
事
の
見
出
し
に
「
放
卵
数
」

と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は

「
抱
卵
数
」
で
す
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

　

月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
第

回
日
本
分
子
生

物
学
会
（
神
戸
国
際
会
議
場
）

で
は
、
多
く
の
研
究
発
表
が
行

わ
れ
た
が
科
研
費
を
取
得
し
て

い
る
生
命
科
学
分
野
の
研
究
者

の
研
究
を
支
援
す
る
イ
ベ
ン
ト

も
同
時
に
開
催
さ
れ
た
。

　
生
命
科
学
連
携
推
進
協
議
会

は
７
日
午
後
か
ら
、
「
生
命
科

学
４
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ

る
最
先
端
技
術
支
援
説
明
会
」

と
し
て
、
「
あ
な
た
の
科
研
費

研
究
を
最
先
端
の
技
術
で
支
援

し
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に
４
分
野

の
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
活

動
を
紹
介
。

　
座
長
は
、
武
川
睦
寛
教
授

（
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
基

礎
医
科
学
部
門
）
が
務
め
、
武

川
氏
の
ほ
か
、
５
人
の
研
究
者

が
各
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
紹

介
し
た
。

　
「
先
端
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
つ
い
て
は
基
礎
生
物
学
研
究

所
の
阿
形
清
和
所
長
と
真
野
昌

二
准
教
授
、
「
先
進
ゲ
ノ
ム
解

析
研
究
推
進
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
つ
い
て
は
国
立

遺
伝
学
研
究
所
の

森
宙
史
准
教
授
、

「
コ
ホ
ー
ト
・
生

体
試
料
支
援
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
つ
い
て
は
東
京

大
学
医
科
学
研
究

所
の
村
上
善
則
教

授
、
「
先
端
モ
デ

ル
動
物
支
援
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
つ
い
て
は
が
ん
研
究
会
の
清

宮
啓
之
部
長
が
紹
介
し
た
。

　
武
川
教
授
は
、
生
命
科
学
連

携
推
進
協
議
会
は
文
科
省
の
支

援
の
も
と
令
和
４
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、
６
年
間
を
メ
ド
に

活
動
す
る
こ
と
な
ど
協
議
会
の

活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

た
。

　
成
果
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も

開
催
し
て
お
り
、
生
命
科
学
分

野
で
は
急
速
に
解
析
機
器
も
大

型
化
、
高
額
化
し
、
個
人
の
研

究
者
で
は
対
応
し
に
く
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
語
っ
た
。
ま
た
、
「
各
分

野
に
個
別
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
研
究
者
の
先
生
方
の
協
力
を

得
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
相
談

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
阿
形
氏
は
、
バ
イ
オ
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
分
野
で
は
撮
っ
た
後
、

す
ぐ
に
定
量
化
し
、
数
学
的
な

解
析
が
必
要
で
、
機
器
が
１
台

１
億
円
と
い
う
よ
う
な
も
の
も

多
く
、
使
い
方
か
ら
解
析
ま
で

研
究
支
援
が
必
要
な
場
合
が
増

え
て
い
る
と
し
、
最
先
端
の
技

術
を
活
用
す
る
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、
若
手
研
究
者

の
育
成
や
学
術
研
究
の
発
展
の

た
め
に
積
極
的
な
活
用
を
呼
び

か
け
た
。

　
森
氏
は
、
「
相
談
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
全
国
の
ど
こ
の
機
関

で
ど
の
よ
う
な
解
析
を
す
る
の

が
ベ
ス
ト
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
も

さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
話
し
、

何
で
も
聞
い
て
ほ
し
い
と
語
っ

た
。

　
真
野
氏
は
、
例
え
ば
光
学
顕

微
鏡
１
つ
で
も
色
々
な
使
い
方

が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に

あ
っ
た
提
案
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
提

供
で
き
る
と
し
、
「
情
報
工
学

な
ど
異
分
野
の
研
究
者
の
協
力

を
得
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
相

談
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
が
数
年
遅

れ
、
２
０
２
５
年
の
稼
働
が
間

に
合
わ
な
い
と
い
う
厳
し
い
見

方
が
広
が
る
一
方
、
日
欧
の
幅

広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｂ
Ａ
）
運

営
委
員
会
が
マ
ド
リ
ー
ド
で
開

催
さ
れ
、
Ｊ
Ｔ

Ｓ
Ａ
が
初
プ

ラ
ズ
マ
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　
Ｂ
Ａ
は
、
３
つ
の
研
究
事
業

で
構
成
さ
れ
る
。
将
来
の
核
融

合
炉
の
た
め
の
材
料
試
験
施
設

の
建
設
準
備
を
行
う
、
国
際
核

融
合
材
料
照
射
施
設
に
関
す
る

工
学
実
証
及
び
工
学
設
計
活
動

（
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
／
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｄ

Ａ
）
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
と
将
来

の
原
型
炉
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
）
の
早

期
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
活

動
を
行
う
、
国
際
核
融
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｆ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
先
駆

け
、
世
界
で
最
大
か
つ
最
高
出

力
の
ト
カ
マ
ク
を
建
設
、
運
転

す
る
た
め
の
、
ト
カ
マ
ク
実
験

装
置
Ｊ
Ｔ

の
大
規
模
改
修
を

行
う
、
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ト
カ
マ

ク
計
画
（
Ｓ
Ｔ
Ｐ
）
Ｊ
Ｔ

Ｓ

Ａ
。

　
Ｂ
Ａ
活
動
は
今
年
で

年
目

を
迎
え
、
日
欧
間
の
協
力
関
係

を
強
化
し
、
効
果
的
な
国
際
科

学
協
力
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
３
年
の
Ｊ
Ｔ

Ｓ

Ａ
の
建
設
開
始
以
来
、
幾
多
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
日
欧

の
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
現
時
点
で
世
界
最
大
の
核

融
合
実
験
装
置
で
あ
る
Ｊ
Ｔ


Ｓ
Ａ
で
初
プ
ラ
ズ
マ
を
成
功
裡

に
達
成
し
た
。
月
１
日
に
は
、

カ
ド
リ
・
シ
ム
ソ
ン
欧
州
委
員

会
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
委
員
、
盛

山
正
仁
文
部
科
学
大
臣
、
高
市

早
苗
内
閣
府
科
学
技
術
政
策
担

当
大
臣
が
出
席
し
、
那
珂
市
の

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

（
Ｑ
Ｓ
Ｔ
）
で
、
運
転
開
始
式

典
が
開
催
さ
れ
た
。
カ
ド
リ
・

シ
ム
ソ
ン
委
員
と
盛
山
正
仁
大

臣
は
、
Ｂ
Ａ
活
動
を
推
進
し
、

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
を

確
実
に
す
る
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
Ｂ
Ａ
で
の
協
力
が
Ｊ
Ｔ


Ｓ
Ａ
の
建
設
・
運
転
な
ど
多
く

の
前
向
き
な
成
果
を
生
み
出
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
／
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｄ
Ａ

に
お
い
て
は
、
高
周
波
四
重
極

（
Ｒ
Ｆ
Ｑ
）加
速
器
の
開
発
で
、

連
続
運
転
に
向
け
た
信
頼
性
と

性
能
の
向
上
の
た
め
の
幾
つ
か

の
試
験
を
含
め
、
多
く
の
進
展

が
あ
っ
た
。
特
に
、
冷
却
能
力

を
向
上
さ
せ
た
Ｒ
Ｆ
カ
プ
ラ
の

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
デ
ュ
ー
テ

ィ
ー
比
０
・
１
％
で
１
１
３
㍉

㌂
の
ビ
ー
ム
を
高
い
安
定
性
で

輸
送
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

Ｒ
Ｆ
Ｑ
の
大
電
力
高
周
波
入
力

試
験
で
は
、
定
格
電
圧
（
１
３

２
㌔
㌾
）
で
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
比

８
％
に
到
達
し
て
お
り
、
今
後

も
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
比
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
指
し
て
調
整
が
続

け
ら
れ
る
。

　
ま
た
運
営
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｆ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
事
業
の
下
で
の
研
究
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
順
調
に
進
捗

し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
ま
で

に
計
画
さ
れ
た
マ
イ
ル
ス
ト
ー

ン
の
ほ
と
ん
ど
を
達
成
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
計
算
機

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
で
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

機
構
と
の
協
力
の
下
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計

画
に
と
っ
て
重
要
な
活
動
と
な

っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
機
構
が

採
用
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

設
備
の
デ
ー
タ
の
ラ
イ
ブ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
試
験
が
成
功
し
た
こ

と
を
含
め
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
遠
隔
実

験
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）
に
関

す
る
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
機
構
と
の
協
力

も
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　
（
公
財
）
日
本
眼
科
学
会
と

Ｎ
Ｉ
Ｉ（
国
立
情
報
学
研
究
所
）

は
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
（
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
）
の
支
援
に
よ
り

構
築
さ
れ
た
学
会
主
導
デ
ー
タ

ベ
ー
ス「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Japan O

cular Imaging Registry

」
で
収

集
さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
を
用

い
、
眼
底
画
像
か
ら
個
人
の
性

別
を
推
定
す
る
Ａ
Ｉ
を
開
発

し
、

月
７
日
か
ら
無
償
公
開

を
開
始
し
た
。
こ
れ
を
研
究
者

が
活
用
す
る
こ
と
で
、
性
別
に

よ
っ
て
発
症
頻
度
に
差
が
あ
る

疾
患
の
病
態
を
解
き
明
か
す
一

助
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　
近
年
、
医
療
画
像
を
用
い
た

Ａ
Ｉ
開
発
が
急
速
に
進
み
、
病

気
の
有
無
判
定
だ
け
で
な
く
、

画
像
が
撮
影
さ
れ
た
個
人
の
状

態
を
推
定
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
眼
内

の
光
を
感
じ
る
部
分
で
あ
る
網

膜
を
撮
影
し
た
眼
底
写
真
か
ら

は
、年
齢
や
性
別
、喫
煙
状
況
、

血
糖
の
状
態
な
ど
を
Ａ
Ｉ
で
推

定
可
能
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
は
眼
科
領
域
の
疾
患
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
全
身
の
疾

患
を
対
象
と
し
た
医
学
研
究
に

活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ

れ
た
研
究
で
は
、
開
発
さ
れ
た

Ａ
Ｉ
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
他
の
研
究
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
眼
科
学
会
は

Ｎ
Ｉ
Ｉ
と
共
同
で
眼
底
画
像
を

も
と
に
そ
の
人
の
年
齢
を
推
定

す
る
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
、
２
０
２

３
年
１
月
に
、
そ
の
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
（
推
定
手
法
）
を
広
く
研
究

者
が
自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う

一
般
に
無
償
公
開
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
第
２
弾
と
し

て
、
眼
底
画
像
か
ら
性
別
を
推

定
す
る
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
て
無
償

公
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
開
発
し
た
モ
デ
ル
に
つ
い
て

は
、
性
別
の
ラ
ベ
ル
が
付
与
さ

れ
た

か
ら

歳
の
眼
底
写
真


万
１
０
３
１
枚
を
学
習
デ
ー

タ
と
し
て
用
い
、
性
別
を
正
解

と
し
て
深
層
学
習
を
実
施
し

た
。

　
学
習
に
際
し
て
は
、
深
層
学

習
モ
デ
ル
の
中
で
も
一
般
的
な


個
の
モ
デ
ル（DenseNet-12

1/169/201, Inception-V3, Ince
ption-ResNet-V2, MobileNet, 
MobileNetV2, Xception, Effici
entNet-B0/B1/B2/B3/B4/B5/B
6/B7

）
を
用
い
た
。

　
そ
の
結
果
、
検
証
デ
ー
タ
の

眼
底
画
像
か
ら
推
定
し
た
性
別

が
実
際
の
性
別
と
一
致
す
る
精

度
は
、
最
も
高
い
モ
デ
ル
で


・
０
％
（
Ａ
Ｕ
Ｃ
　
０
・
９
７

１
）
で
、
こ
れ
ま
で
他
人
種
で

行
わ
れ
た
性
別
推
定
モ
デ
ル
と

同
等
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
最
も
精
度
の
高
か
っ

たEfficientNet-B7

と
軽
量
か

つ
精
度
の
高
か
っ
たMobileNe

t

の
２
つ
の
モ
デ
ル
を
今
回
公

開
し
た
。

　
同
モ
デ
ル
は
、
以
下
の
一
般

社
団
法
人
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
で
あ
る
。http://www.joir.jp

/data/index.html

　
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｒ（Japan Ocular Im

aging Registry

）
は
、
眼
底
画

像
を
含
む
眼
科
デ
ー
タ
を
全
国

の
眼
科
関
連
施
設
か
ら
収
集

し
、
医
療
補
助
Ａ
Ｉ
の
研
究
開

発
を
支
援
・
促
進
す
る
目
的
で
、

２
０
１
９
年
に
日
本
眼
科
学
会

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で

あ
る
。

　
理
研
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｑ
Ｃ
）
は
、

２
０
２
３
年
３
月

日
に
ク
ラ

ウ
ド
利
用
を
開
始
し
た
国
産
超

伝
導
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
初
号

機
「
叡
（
え
い
）
」
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
決
定
し
た
。

　
超
伝
導
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
叡
」
は
、
量
子
ビ
ッ
ト
を


個
並
べ
た

量
子
ビ
ッ
ト
の
集

積
回
路
を
搭
載
。
２
次
元
集
積

回
路
の
上
で
は
、
正
方
形
に
並

べ
ら
れ
た
４
個
の
量
子
ビ
ッ
ト

が
、
そ
れ
ぞ
れ
隣
り
合
う
量
子

ビ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ
量
子
ビ
ッ
ト

間
結
合
で
接
続
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
正
方
形
の
中
に
、
読
み

出
し
共
振
器
、
多
重
読
み
出
し

用
フ
ィ
ル
タ
回
路
な
ど
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
４
量
子
ビ

ッ
ト
か
ら
な
る

基
本
ユ
ニ
ッ
ト

を
２
次
元
に
並

べ
る
こ
と
で
、

量
子
ビ
ッ
ト
集

積
回
路
を
作
る

こ
と
が
で
き

る
。
「
叡
」
の


量
子
ビ
ッ
ト
集
積
回
路
は
、


個
の
機
能
単
位
か
ら
構
成
さ

れ
、
２
㌢
㍍
角
の
シ
リ
コ
ン
チ

ッ
プ
上
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
々
の
量
子
ビ
ッ
ト

に
対
す
る
制
御
や
読
み
出
し
用

の
配
線
の
取
り
回
し
に
も
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。
量
子
ビ
ッ

ト
と
同
じ
平
面
上
で
配
線
を
行

う
場
合
、
チ
ッ
プ
内
に
並
ぶ
量

子
ビ
ッ
ト
の
数
に
対
し
て
、
配

線
を
外
部
へ
取
り
出
す
た
め
の

辺
の
長
さ
が
不
足
し
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
２
次
元
平
面
に

配
置
さ
れ
た
量
子
ビ
ッ
ト
へ
の

配
線
を
チ
ッ
プ
に
対
し
て
垂
直

に
結
合
さ
せ
る
垂
直
配
線
パ
ッ

ケ
ー
ジ
方
式
を
採
用
。
さ
ら
に

量
子
ビ
ッ
ト
集
積
回
路
チ
ッ
プ

へ
の
配
線
を
一
括
で
接
続
で
き

る
配
線
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
開
発
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
的
な
、
２
次

元
集
積
回
路
と
垂
直
配
線
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、
容
易
に
量
子
ビ
ッ

ト
数
を
増
や
す
こ
と
を
可
能
に

す
る
高
い
拡
張
性
を
備
え
た
シ

ス
テ
ム
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
大
規
模
化
に
際
し
て
も

基
本
設
計
を
変
え
る
こ
と
な
く

対
応
で
き
る
。

　
今
年
３
月
、
理
研
は
超
伝
導

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
叡
」
を

ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
、
量
子
計
算
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
。
量
子
計

算
な
ど
の
研
究
開
発
の
推
進
・

発
展
を
目
的
と
し
た
非
商
用
利

用
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
研
究

・
技
術
者
で
も
利
用
申
請
で
き

る
。
ユ
ー
ザ
は
理
研
外
の
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
接
続
す
る
こ

と
で
、
超
伝
導
量
子
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
へ
の
ジ
ョ
ブ
送
信
や
計
算

結
果
の
受
信
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
共
同
研
究

の
目
的
に
合
致
し
た
用
途
で
あ

れ
ば
、
超
伝
導
量
子
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｒ
Ｑ
Ｃ
で
は
、
よ
り
多
く

の
関
係
者
や
国
民
に
「
叡
」
へ

の
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
「
叡
」
が
持
つ
特
徴
を

表
現
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作

を
進
め
て
き
た
。

　
今
回
決
定
し
た
「
叡
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
は
、
希
釈
冷
凍
機
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
レ
ン
ジ
部
分

と
、
制
御
シ
ス
テ
ム
と
配
線
を

表
す
ブ
ル
ー
の「
Ａ
」（「
叡
」

の
英
語
名
称
）
が
融
合
し
、
量

子
ビ
ッ
ト
集
積
回
路
チ
ッ
プ
の

正
方
形
を
構
成
し
て
い
る
。
日

本
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実
機

開
発
の
第
一
歩
と
し
て
の「
叡
」

を
印
象
付
け
る
と
と
も
に
、
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
さ
ら
な
る

発
展
と
そ
れ
の
も
た
ら
す
未
来

へ
の
希
望
を
表
現
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は

月

日
、
慶
應

義
塾
大
学
、
東
京
大
学
、
延
世

大
学
、
シ
カ
ゴ
大
学
、
ソ
ウ
ル

国
立
大
学
と
共
に
、
日
米
韓
に

お
け
る
量
子
教
育
活
動
の
支
援

に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
を
目

指
す
と
発
表
し
た
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
各
参
画
大
学
と

の
協
業
を
組
み
合
わ
せ
て
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
予
定

で
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
今
後

年
間
で
最
大
４

万
人
の
学
生
を
教
育
し
、
量
子

人
材
の
育
成
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な

量
子
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
成
長
促

進
を
目
指
す
。

　
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
従
来
と
は
異
な
る
計
算
ア

プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す
る
も
の

で
、
現
在
で
は
解
決
が
難
し
い

問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た

量
子
産
業
を
成
長
さ
せ
、
経
済

発
展
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
ス
キ
ル
を
備
え
た
量
子

人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
現
在
、
多
く
の
高
等
教
育
機

関
や
研
究
機
関
、国
立
研
究
所
、

産
業
界
で
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
導
入
が
進
ん
で
お

り
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
学
習
し
、
そ
の
ス
キ
ル
を

備
え
た
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
量
子
人
材
に
対
す

る
需
要
の
高
ま
り
に
対
応
す
る

た
め
に
、
今
回
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
日

米
韓
の
５
大
学
は
協
力
し
て
、

新
世
代
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
ユ
ー
ザ
ー
の
育
成
を
目
指

す
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
国
際
的
な
取
り
組
み
に

は
、
物
理
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
、
工
学
、
数

学
、
生
命
科
学
、
化
学
な
ど
、

科
学
技
術
の
幅
広
い
分
野
の
教

育
者
向
け
教
材
が
含
ま
れ
る
。

　
今
日
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

・
ス
ケ
ー
ル
（
実
用
規
模
）
の

量
子
の
時
代
、
そ
し
て
来
る
べ

き
量
子
を
中
心
と
し
た
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時

代
に
備
え
る
た
め
、
各
大
学
と

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
最
新
の
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
科
学

的
発
見
に
利
用
し
、
特
定
領
域

で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
探
求
す
る

人
材
の
育
成
に
注
力
す
る
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
科
学
ツ
ー
ル
と
し
て

使
用
で
き
る
次
世
代
の
計
算
科

学
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
各

大
学
と
共
に
優
れ
た
量
子
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
提
供
を
目
指
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
個
別
か
合
同
か
を
問

わ
ず
、
参
画
す
る
す
べ
て
の
組

織
は
、
教
育
者
向
け
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
教
材
開
発
、
メ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
、
合
同
サ
マ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

特
別
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
主
導
の
教

育
イ
ベ
ン
ト
を
実
行
す
る
リ
ソ

ー
ス
を
有
し
て
い
る
。

　
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ

橋
本
和
仁
理
事
長
）
は

「
第

回
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ

ニ
ア
全
国
大
会
」
で
、
香
川
県

代
表
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
と
発

表
し
た
。
２
位
は
宮
崎
県
代
表

チ
ー
ム
、
３
位
は
愛
媛
県
代
表

チ
ー
ム
だ
っ
た
。
同
大
会
は


月
８
日
～

日
、
ア
ク
リ
ア
ひ

め
じ
（
姫
路
市
文
化
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

兵
庫
県
姫

路
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
は
各
都
道
府
県

で
選
出
さ
れ
た
６
人
が
１
チ
ー

ム
に
な
り
、

チ
ー
ム
２
７
７

人
の
中
学
生
が
参
加
。
理
科
や

数
学
な
ど
の
複
数
分
野
に
関

す
る
知
識
と
そ
の
活
用
能
力
を

問
わ
れ
る
課
題
が
出
題
さ
れ

る
。

　
優
勝
チ
ー
ム
は
、
筆
記
協
議

１
種
類
、
実
技
協
議
２
種
類
の

得
点
で
決
定
さ
れ
る
。

　
次
回
の
第

回
は
来
年

月

中
旬
に
兵
庫
県
姫
路
市
で
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
石

村
和
彦
理
事
長
）
は
、
若
手
人

材
に
よ
る
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
研

究
開
発「
覚
醒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
採
択
者
を
決
定
し
た
と

月

８
日
発
表
し
た
。
大
学
院
生
な

ど
に
よ
る

件
を
採
択
し
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
本
年

度
、
Ａ
Ｉ
技
術
や
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
活
用
し
、

社
会
課
題
に
挑
む
独
創
的
な
研

究
開
発
を
対
象
と
し
た
。

月

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

伴
奏
支
援
の
も
と
で
研
究
開
発

が
開
始
さ
れ
る
予
定
。

　
採
択
テ
ー
マ
と
研
究
実
施
者

次
の
通
り
。

　
大
村
拓
登
氏
（
東
京
大
学
大

学
院
）
「
タ
ン
パ
ク
質
の
高
精

度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け

た
、
大
規
模
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の

作
成
と
量
子
化
学
的
性
質
を
反

映
し
た
機
械
学
習
モ
デ
ル
の
開

発
」

　
助
田
一
晟
氏
、
澤
野
晋
之
介

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
）
「
Ｊ

Ｍ
ｅ
ｄ
―
Ｌ
Ｍ
Ｍ

医
療
分
野

に
お
け
る
大
規
模
マ
ル
チ
モ
ー

ダ
ル
モ
デ
ル
の
開
発
」

　
中
里
朋
楓
氏
（
東
京
大
学
大

学
院
）
「
透
明
性
向
上
の
た
め

の
偽
情
報
や
誤
情
報
の
流
通
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
影
響
に
関
す
る
実

証
研
究
」

　
小
島
駿
氏
（
東
京
大
学
大
学

院
）
「
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
セ

キ
ュ
ア
な
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
設

計
」

　
野
﨑
雄
斗
氏
、大
嶽
匡
俊
氏
、

加
藤
大
地
氏
、
廣
岡
聖
司
氏

（
東
京
大
学
大
学
院
）
「
日
本

語
の
世
界
観
を
崩
さ
な
い
ア
ニ

メ
の
自
動
吹
き
替
え
」

　
笹
崎
海
利
氏
、
松
井
智
一
氏

（
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
）
「
行
動
認
識
に
向
け
た

発
話
に
よ
る
宅
内
マ
イ
ク
ロ
行

動
ク
ラ
ス
表
現
の
検
討
」

　
藤
村
拓
弥
氏
（
名
古
屋
大
学

大
学
院
）
「
精
度
と
安
定
性
を

両
立
し
た
異
常
音
検
知
手
法
の

開
発
」

　
塩
原
楓
氏
（
東
京
大
学
大
学

院
）
「
動
画
と
自
然
言
語
を
繋

ぐ
基
盤
モ
デ
ル
の
創
成
」

　
藤
井
亮
宏
氏
（
東
京
大
学
大

学
院
）
「
深
層
学
習
を
使
っ
た

条
件
付
き
逆
問
題
解
法
に
よ
る

マ
テ
リ
ア
ル
開
発
で
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
早
期

実
現
を
目
指
す
」

　
染
谷
大
河
氏
（
東
京
大
学
大

学
院
）
、
ス
コ
ッ
ト
・
ア
ト
ム

氏
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

「
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
移
動

・
行
動
系
列
が
入
力
可
能
な
大

規
模
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
モ
デ
ル

の
開
発
」

　
中
田
亘
氏
、
関
健
太
郎
氏

（
東
京
大
学
大
学
院
）
「
音
声

対
話
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
表
現

力
豊
か
な
音
声
合
成
の
た
め
の

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
整
備
と
大
規
模

言
語
モ
デ
ル
の
言
語
知
識
の
活

用
」

　
（
一
社
）
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
　
Ｙ
ｏ

ｕ
ｔ
ｈ
の
会
（
轟
木
亮
太
代
表

理
理
事
）
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
承
認
す
る
１
月


日
の
「
世
界
Ｎ
Ｔ
Ｄ
（
顧
み

ら
れ
な
い
熱
帯
病
）
の
日
」
に

向
け
、
「
第
１
回
顧
み
ら
れ
な

い
熱
帯
病
　
学
生
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
作
品
募
集
を

月

日

開
始
し
た
。
応
募
対
象
は
中
学

生
、
高
校
生
、
大
学
生
（
短
期

大
学
、
大
学
院
、
放
送
大
学
を

含
む
）
、
高
等
専
門
学
校
生
、

専
修
学
校
生
（
高
等
専
修
学
校

・
専
門
学
校
）を
含
む
学
生
で
、

年
齢
は
不
問
。
個
人
で
も
グ
ル

ー
プ
で
も
応
募
可
能
。
募
集
締

め
切
り
は
２
０
２
４
年
１
月
８

日

時

分
。

　
最
優
秀
賞
（
各
部
門
１
チ
ー

ム
）
に
は
賞
金

万
円
、
Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｔ
賞
、
日
本
製
薬
工
業
協
会

賞
、
Ｕ

特
別
賞
に
は
図
書
カ

ー
ド
５
千
円
分
／
人
が
贈
ら
れ

る
。

　
募
集
部
門
は
次
の
２
部
門
。

　
Ａ
部
門

分
か
り
や
す
く
伝

え
る
部
門
～
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
を
、
あ

な
た
の
言
葉
で
～
。
提
出
物
は

最
大
３
分
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
動
画
。

　
Ｂ
部
門

私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
部
門
～
Ｎ
Ｔ
Ｄ

ｓ
と
私
た
ち
の
関
わ
り
方
～
。

提
出
物
は
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
に
対
し

て
、
日
本
に
関
連
す
る
組
織
が

ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か

を
次
の
３
題
目
に
つ
い
て
記
録

し
た
書
類
。
提
出
書
類
補
足
の

た
め
の

分
以
内
の
動
画
提
出

も
可
能
。
①
日
本
に
住
む
私
た

ち
が
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
に
貢
献
す
る
意

義
（
３
百
字
以
内
）
。
②
取
り

組
み
た
い
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
の
課
題
と

そ
の
背
景
（
５
百
字
以
内
）
。

③
具
体
的
な
解
決
方
法
と
実
現

可
能
性
（
５
百
字
以
内
）
。

　
応
募
の
た
め
の
テ
ン
プ
レ
ー

ト
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）
は
、
日
本
顧

み
ら
れ
な
い
熱
帯
病
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｇ
ｎ
ｔ
ｄ
）
内
の

特
設
ペ
ー
ジ（https://jagntd.o

rg/wntdd2024

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
。
応
募
は
同
ペ
ー

ジ
内
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
受
け
付

け
る
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ

の
関
心
が
高
い
ユ
ー
ス
世
代

に
、
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
に
つ
い
て
広
く

理
解
や
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｔ
Ｄ
ｓ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
の
会
は

世
界

億
以
上
の
人
々
が
感
染

の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
の
認
知
度
拡
大
・
政

策
提
言
活
動
を
展
開
。
ま
た
世

界
Ｎ
Ｔ
Ｄ
の
日
・
日
本
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
同
コ

ン
テ
ス
ト
を
企
画
・
運
営
し
て

い
る
。

　
＜
問
い
合
わ
せ
＞
一
般
社
団

法
人
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ

の
会
、
電
話
０
８
０
―
２
７
４

１
―
３
９
５
２
、E-mail:office

@ntds-youth-japan.org

　
金
沢
大
学
は
、
同
大
学
衛
星

１
号
機
の
Ｘ
線
突
発
天
体
監
視

速
報
衛
星
「
こ
よ
う
」
が
、
搭

載
し
た
通
信
系
に
つ
い
て
、
全

て
で
デ
ー
タ
の
送
受
信
が
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
た
と

月
８

日
発
表
し
た
。
地
上
に
お
け
る

デ
ー
タ
解
析
で
、
事
前
の
計
画

通
り
衛
星
が
自
律
的
に
太
陽
電

池
パ
ド
ル
を
展
開
し
、
太
陽
方

向
に
向
き
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。

　
同
衛
星
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
革

新
的
衛
星
技
術
実
証
３
号
機
の

実
証
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
今
月
２
日
未
明
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
。

㌔
㌘
級
超
小
型

衛
星
で
、
Ｘ
線
・
γ
線
の
衛
星

観
測
よ
る
「
重
力
波
対
応
天
体

の
同
定
」
お
よ
び
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

を
目
指
し
て
い
る
。

　
現
在
は
科
学
観
測
フ
ェ
ー
ズ

の
運
用
に
向
け
て
バ
ス
機
器
の

調
整
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　
今
回
の
成
果
は
、
衛
星
打
ち

上
げ
後
に
教
員
の
指
導
の
も
と

で
、
自
然
科
学
研
究
科
お
よ
び

理
工
学
域
の
学
生
が
運
用
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
た
。
同
大
学
は

今
後
も
実
践
に
基
づ
い
た
宇
宙

理
工
学
人
材
の
育
成
を
進
め
て

い
く
と
い
う
。

　
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所

は
、
令
和
６
年
「
大
気
海
洋
科

学
ス
プ
リ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
の
参
加
者
募
集
を


月

日
開
始
し
た
。
大
学
院
進

学
を
検
討
し
て
い
る
学
部
学
生

（
高
等
専
門
学
校
専
攻
科
の
学

生
も
可
）
。
申
し
込
み
は
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト（https://www.aori.u

-tokyo.ac.jp/education/spring
_internship

）
の
専
用
フ
ォ
ー

ム
で
受
け
付
け
る
。
申
込
締
め

切
り
は
１
月

日
。

　
大
学
生
、
高
等
専
門
学
校
専

攻
科
生
を
対
象
に
、
大
気
科
学

や
海
洋
科
学
を
専
門
と
す
る
研

究
室
活
動
へ
の
参
加
機
会
を
提

供
す
る
。

　
実
施
場
所
は
、
東
京
大
学
大

気
海
洋
研
究
所
（
千
葉
県
柏
市

柏
の
葉
）
も
し
く
は
同
国
際
・

地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
地
域

連
携
研
究
部
門
大
槌
研
究
拠
点

（
岩
手
県
大
槌
町
）
の
い
ず
れ

か
。
実
施
期
間
は
令
和
６
年
３

月
１
日
～
４
月

日
の
３
日
間

程
度
。
テ
ー
マ
毎
に
日
程
と
定

員
は
異
な
る
。

　
参
加
費
は
無
料
だ
が
、
交
通

費
宿
泊
費
等
は
参
加
者
負
担
。

　
書
類
選
考
に
よ
っ
て
参
加
者

は
決
定
す
る
。

　
＜
問
い
合
わ
せ
＞

　
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所

国
際
・
研
究
推
進
チ
ー
ム
、E-m

ail:iarp@aori.u-tokyo.ac.jp


